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研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

【研究上の特記事項】
俳諧研究では、短冊・点帖などの真蹟類を、出版研究では板木・文書など現場に近い資料をベー
スに研究を進めるようにしている。

【学内活動】
（学内職歴を含む）

国文学科企画委員、和装サークル顧問、狂言研究会顧問

日本近世文学会・俳文学会

近世期の俳諧、近世の出版機構

授業では、和本・板木などの生の資料を使用し、また歌舞伎・文楽公演に引率するなど、近世の
雰囲気が学生に直接伝わるように心掛けている。

北海学園大学日本文化学科関西研修旅行の一環として講演「板木は語る」（2013年2月19日、於・
奈良大学）・奈良大学博物館の特別展「板木さまざま」を企画展示（2013年6月24日～9月7日）・節
用集祭りで講演「板木は語る」（2013年9月15日、於漢国神社）・高の原カルチャーサロンで講演
「芭蕉と奈良（2013年10月12日、於北部公民館）

近世国文学

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・江戸文学論

学部担当科目

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

大谷大学大学院文学研究科博士後期課程仏教文化専攻　満期退学

博士（文学）

最終学歴

・国文学史Ⅱ・Ⅳ
・言語文学（三）
・演習Ⅰ（五）・演習Ⅱ（四）
・上方文学論
・近世演劇鑑賞
・本と出版・実習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・古典論特殊講義Ⅱ
・研究演習（三）

授業科目



単著

単著

単著


単著

笠間書院

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

（学術論文）

（著書）

①月並発句合の研究

概　　　　　　　要

笠間書院2013年5月

（学会発表）

文化六年に京都の菊舎太兵衛から刊
行された『冬の日注解』について、たっ
た一枚残る板木を手掛かりに、全体の
板木の仕立て方を推測するとともに、諸
版本を調査し、その背後に潜む海賊版
問題について考察した。

①『虚栗』の藤匂子 2014年1月 「国語と国文学」1月号
（東京大学国語国文学
会編）

奈良大学総合研究所
所報22号

2014年3月

②

2014年2月②板木は語る

⑤

②『冬の日注解』の板木

⑤

①

③

（その他）

貞門・談林俳人の短冊804枚を収録す
る家蔵の短冊帖の概略を紹介し、伝
来・資料的価値について触れ、『虚栗』
を例にあげて、帖に貼り付けのふだ、そ
れに短冊の裏書などから入集作者につ
いてかなりのことがらがわかってくること
を述べた。

元禄から寛政に及ぶ月並発句合関係
の資料について解説を加え、それぞれ
の時代の様相を押さえた上で、史的展
開について論述した。

筆者がこの20年ほどの間にものしてきた
板木に関する論文の集成。板木を出版
研究の第一次史料として扱うべきという
観点から、板木をベースに版本・文書と
の関連を考え、近世出版現場の実態を
浮かび上がらせようことを試みた。

④

②

①

③

④


